





































































(6 )関係 1: r制約度の総和Jと「イノベーション」との相関については、燕地域と海南地域とも
に「制約度の総和」が低いほど「イノベーション」の創成が多い。関係2: r制約度の総和」と「企
業規模」との相関については、燕地域と海南地域ともに椋関がみられた。関係3: r制約度の総和j
と「パフォーマンス」との相関については、燕地域では「制約度の総和」が低いほど「パフォーマン
ス」が高くなる傾向がみられた。関係4・「企業規模j と「イノベーション」との相関については海
南地域でみられたが、燕地域では、 「企業規模Jは「イノベーションj にはほとんど影響を与えなか
った。関係5: iイノベーションjと「パフォーマンス」との相関については、燕地域では相関はみ
られたが、海南地域では相関がみられなかった。関係6: r企業規模jと「パフォーマンスJとの棺
関については、燕地域と海南地域ともにみられなかった。結果として、 「制約度の総和jが「イノベ
ーションJとの相関が燕地域と海南地域ともにみられ、 「イノベーションjの説明変数としては、企
業属↑生である「企業規模Jよりも、構造腕性である「制約度の総和」の方が後れた結果となった。
論文審資の結果の要旨
本研究の結果は以下に特色がある。
本研究では、ネットワーク論の観点から、いかなる取引ネットワークの構造がイノベーションにプ
ラスに働くのかという問題意識をもって、 4つの事例の独自に収集した膨大なデータの分析について
定量的な分析をはじめておこない、以下のような結果を抽出した。
【1]各事例で、企業関連携では、イノベーション創出・マネジメント上からみて、 「平等なネット
ワークJ r弱い紐帯jをもったパターンが有利であることを示した。
( 2]個々の企業のミクロな立場を定量的に表現する上で、これまでソーシャル・キャピタル論で定
性的に指摘されていた f弱い紐帯の強さJ r構造的安隙」仮説によれば、多くの異種の情報を入手で
きる「ブリッジ(橋渡し)Jの位置にある者が有利となる可能性がある。しかしそれを、定量的に証
明する手段がなかった。筆者は、それに対して、社会ネットワーク分析論をもとに再構築した「制約
度の総和」という概念が、イノベーションの発生において、企業取引上の有利さを表現できることを
示した。産業集積地のネットワーク構造では、制約度の総和が低い、すなわち「構造的空隙をつなぐ
位置にいる企業」が、イノベーションの生産性が高く、特別な役割を果たしていることが多いことが
証明された。
( 3]事例により、イノベーションの生成に対して、企業属性である「企業規模Jよりも、構造的属
性である「制約度の総和j の方が、説明カがあることを示したロ
(4]海南等では、さらに、個々の企業が、ネットワーク内で、常に競争しながら進化する生態系的
にも似た特性をもっ構造であることを示した。
以上、本研究は、本研究では、経営学で用いられる分析指標「イノベーションJ r企業規模J rパ
フォーマンスjに加えて、ネットワーク分析指標「制約度の総和」の4つの指標、 6つの関係につい
て、分析を行った結果、イノベーションの生成に対して、企業属性である「企業規模」よりも、構造
的属性である f制約度の総和Jなどのネットワーク特性の方が、説明カがあることを示す、新たな知
見が得られたと考える。
